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いて、①適 切 な 問 題 解 決 行 動 に 積 極 的 に な れ る 、② 困 難 な 状 況 で も 簡 単
に は あ き ら め ず 努 力 す る こ と が で き る 、 ③ 腹 痛 や 不 眠 な ど の 身 体 的 ス
ト レ ス 反 応 や 、 不 安 や 怒 り と い っ た 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 を 引 き 起 こ さ
な い 適 切 な ス ト レ ス 対 処 行 動 が で き 、 か な り ス ト レ ス フ ル な 状 況 に も
































本研究は、Fredrickson（ 2001）の拡張‐形成理論（ broaden-and-build theory， 
Fig.1）に基づいて検討を行う。この理論はその名の通り、「拡張（ broaden）」





ィブ感情は、独創的な思考を引き起こすこと（ Isen et al.，1985）、柔軟性のあ
る包括的な考え方を促進すること（ Isen&Daubman， 1984； Isen， 1987）、創





















ことが報告されている（Einon et  al .， 1978）。また、人間以外の哺乳動物は、
じゃれあいや遊びを通して、生き残るために捕食動物から逃れることや攻撃的














































































2012 年 6 月～ 7 月にかけて実施した。  
 
調査対象者  







（ 1）フェースシート  
 性別、年齢、学年を尋ねる項目から構成した。  
 
（ 2）社会的問題解決能力尺度  
松尾・岡田・坂野（ 2003）が作成した社会的問題解決能力尺度短縮版（ SPSI-RS）
を用いた。回答選択肢は、「全くあてはまらない」から「大変よくあてはまる」
までの 5 件法とした。  
 





①  感動体験エピソードを尋ねる項目  
『あなたが過去に体験した「一番感動したエピソード」を教えてください。』
の問いに、自由記述で回答するよう求めた。  
②  感動体験の詳細を尋ねる項目  





の 5 項目への回答を求めた。  
























「 b.過去に体験した、別の感動的なエピソードなら役立ちそうだと思う」「 d. 
その他の過去に体験したエピソードなら役立ちそうだと思う」に回答した場合
は、その役立ちそうなエピソードを自由記述で回答するよう求めた。  











（ 5）肯定的自動思考尺度  
Ingram and Wisnicki（ 1988）の Automatic Thoughts Questionnaire-Pos
itive（ATQ-P）を翻訳して用いた。回答選択肢は、「全く考えなかった」から















 本研究では、以下の分析方法を用いた。  
 
分析対象者  
 調査対象者 521 名のうち、有効回答が得られた 419 名（男性 132 名、女性




































のものをそのままあてはめて使用することとした。ただし、第 2 因子と第 5 因
子において一部含まれる項目が異なっていた。  













が失敗した時は、強いあせりを感じる（ .69）」という項目が含まれていた。  
第 2 因子は「回避型」であり、「生活の中で問題が起こった時は、できるだ
けその解決を先延ばしにする（ .81）」「手遅れでどうにもならなくなるまで、問
題の解決を先延ばしにする（ .73）」という項目が含まれていた。  
第 3 因子は「衝動的・不注意型」であり、「決断する時は、それぞれの選択
肢の結果を深く考えることなく、自分の“本能的な直感”に従う（ .73）」「決断














した。その結果、α＝ .85 から .67 までの、ある程度の信頼性が得られた。  
 
 
F1 F2 F3 F4 F5 共通性
第1因子　消極的問題志向（α＝.84）
3. 重大な決断をしなければならない時は、神経質になり、自信を失う .76 .09 .00 -.09 .09 .60
7. 問題を解決しようとする最初の努力が失敗した時は、強いあせりを感じる .69 .15 .10 -.14 .10 .54
1. 決断しなければならない重要な問題が起こった時は、恐れと心配を感じる .66 .13 -.04 .00 .10 .47
11. 困難な問題が起こると、非常にうろたえてしまう .66 .26 .06 -.10 .12 .53
8. 困難な問題に直面した時は、どんなに努力しても、自分はその問題を解決することができ
ないのではないかと疑う
.60 .25 .16 -.26 -.04 .51
第2因子　回避型（α＝.85）
22. 生活の中で問題が起こった時は、できるだけその解決を先延ばしにする .24 .81 .17 -.08 .02 .74
17. 手遅れでどうにもならなくなるまで、問題の解決を先延ばしにする .18 .73 .22 -.10 -.02 .62
18. 問題を解決することよりも、避けることに、より多くの時間を費やす .26 .71 .19 -.08 .03 .61




-.06 .16 .73 .13 -.14 .60
25. 決断する時は、とても衝動的である -.06 .23 .63 .15 -.09 .49
14. 問題を解決しようとしている時は、最初に思いついた良い考えに従う .11 .04 .62 .12 .10 .42
20. 決断しなければならない時は、それぞれの選択肢の賛否両論を考慮するために時間は
かけない
.04 .10 .53 .03 .12 .31




-.09 -.10 .19 .74 .19 .64
4. 問題を解決しようという最初の努力が失敗した時でも、簡単に諦めずに努力し続けていれ
ば、やがて良い解決策を発見することができると思う
-.04 -.12 .03 .69 .19 .52
9. 問題が起こった時はいつでも、その問題は解決できると信じている -.20 -.10 .16 .65 .16 .52
5. 問題が起こった時は、それは自分のためになる挑戦やチャンスなのだと、問題が起こった
ことを前向きにとらえようとする




.01 -.10 .14 .12 .64 .46
23. 問題を解決しようとしている時は、もうそれ以上アイデアを思いつけなくなるまで、できるだ
け多くの選択肢を考える
.09 .07 .00 .17 .61 .41
16. 解決しなければならない問題が起こった時は、まず最初に、その問題に関するできるだけ
多くの事実を手に入れようとする
.05 .09 -.11 .27 .54 .38
12. 決断しなければならない時は、それぞれの選択肢の上手くいった場合と上手くいかなかっ
た場合の結果を予想しようとする
.16 .03 -.17 .01 .43 .24
13. 生活の中で問題が起こった時は、できるだけ早くそれに対処することを好む .02 -.32 .28 .21 .40 .39
寄与率 11.8 10.3 9.6 9.5 7.1





































消極的問題志向 2.14 .95 .35
回避型 1.34 1.01 2.4
衝動的・不注意型 1.46 .81 .01
積極的問題志向 1.91 .91 16.82**











記述有 平均値（SD） 記述無 平均値（SD） t値
1. 私は仲間から尊敬されている 305 .83（1.02） 114 .54（.84） 3.00**
2. 私はとてもユーモアがある 305 1.24（1.15） 114 .97（1.11） 2.13*
3. 私の将来は明るい 305 1.65（1.25） 114 1.34（1.20） 2.30*
4. 私はきっとうまくいくだろう 304 1.75（1.24） 114 1.55（1.26） 1.42
5. 私といると相手もきっと楽しい 305 1.21（1.06） 114 1.05（1.12） 1.30
6. 私は気分が良い 304 1.92（1.16） 113 1.78（1.31） 1.04
7. 私のことを気にかけてくれる人はたくさんいる 304 2.17（1.22） 114 2.06（1.28） .83
8. 私は自分がやりとげたことを誇らしく思う 304 1.96（1.33） 114 1.52（1.37） 3.01*
9. これから始めることはちゃんと終わらせるつもりだ 305 2.51（1.27） 114 2.35（1.30） 1.14
10. 私にはいいところがたくさんある 304 1.41（1.24） 114 1.18（1.22） 1.67
11. 私は人生を謳歌している 305 1.72（1.40） 114 1.18（1.24） 3.84*
12. 私は他者とうまくやれる 304 1.72（1.32） 114 1.44（1.25） 1.95
13. 私は幸運の持ち主だ 305 1.56（1.39） 114 1.08（1.32） 3.20*
14. 私を助けてくれる友人がいる 305 2.66（1.21） 114 2.38（1.31） 2.11*
15. 私の人生は刺激的である 305 1.72（1.34） 114 1.23（1.30） 3.37*
16. 私は困難なことも楽しめる 305 1.20（1.24） 114 1.02（1.29） 1.30
17. 私の社会生活は悲惨だ 304 .90（1.13） 114 1.19（1.32） -2.07
18. 心配することは何もない 305 .76（1.07） 114 .79（1.22） -.24
19. 私はとてもリラックスしている 305 1.55（1.22） 114 1.39（1.28） 1.13
20. 私の日常はスムーズに進んでいる 305 1.53（1.23） 114 1.38（1.17） 1.15
21. 私は自分が周囲にどう見られているか満足している 305 .93（1.04） 114 .98（1.20） -.40
22. 私は自分を大切にしている 305 1.69（1.24） 114 1.44（1.39） 1.69
23. 私の人生は最高である 305 1.61（1.33） 114 1.06（1.22） 3.99**
24. 良くない日はめったにない 305 1.05（1.19） 114 .87（1.24） 1.39
25. 私には役立つところがたくさんある 305 1.28（1.21） 114 1.07（1.25） 1.58
26. どうにもならないことはない 305 1.56（1.31） 114 1.34（1.32） 1.54
27. 私は諦めたりしない 305 1.92（1.30） 114 1.52（1.18） 2.87**
28. 私は自信を持って意見を言える 305 1.43（1.17） 114 1.22（1.26） 1.63
29. 私の生活はさらに良くなっていく 305 1.65（1.34） 114 1.19（1.30） 3.13**












高群 平均値（SD） 低群 平均値（SD） t値
1. 私は仲間から尊敬されている 200 .88（1.08） 205 .65（.88） 2.32*
2. 私はとてもユーモアがある 200 1.30（1.17） 205 1.07（1.12） 1.99
3. 私の将来は明るい 200 1.67（1.27） 205 1.50（1.21） 1.40
4. 私はきっとうまくいくだろう 200 1.80（1.27） 205 1.61（1.22） 1.54
5. 私といると相手もきっと楽しい 200 1.27（1.10） 205 1.11（1.05） 1.52
6. 私は気分が良い 199 1.99（1.22） 204 1.81（1.16） 1.57
7. 私のことを気にかけてくれる人はたくさんいる 200 2.32（1.27） 204 2.00（1.18） 2.58**
8. 私は自分がやりとげたことを誇らしく思う 200 2.22（2.51） 204 1.65（1.33） 2.88**
9. これから始めることはちゃんと終わらせるつもりだ 200 2.59（1.28） 205 2.36（1.27） 1.77
10. 私にはいいところがたくさんある 199 1.50（1.27） 205 1.24（1.20） 2.11*
11. 私は人生を謳歌している 200 1.68（1.41） 205 1.49（1.35） 1.37
12. 私は他者とうまくやれる 200 1.71（1.27） 204 1.63（1.34） .56
13. 私は幸運の持ち主だ 200 1.58（1.44） 205 1.30（1.33） 2.01
14. 私を助けてくれる友人がいる 200 2.81（1.21） 205 2.42（1.23） 3.14**
15. 私の人生は刺激的である 200 1.82（1.37） 205 1.40（1.30） 3.13**
16. 私は困難なことも楽しめる 200 1.26（1.33） 205 1.05（1.19） 1.65
17. 私の社会生活は悲惨だ 199 1.15（1.29） 205 .79（1.04） 3.13**
18. 心配することは何もない 200 .73（1.06） 205 .83（1.16） -.94
19. 私はとてもリラックスしている 200 1.51（1.23） 205 1.54（1.23） -.26
20. 私の日常はスムーズに進んでいる 200 1.57（1.23） 205 1.45（1.18） .97
21. 私は自分が周囲にどう見られているか満足している 200 1.08（1.11） 205 .87（1.07） 1.91
22. 私は自分を大切にしている 200 1.72（1.27） 205 1.56（1.31） 1.28
23. 私の人生は最高である 200 1.67（1.37） 205 1.31（1.28） 2.69**
24. 良くない日はめったにない 200 1.13（1.23） 205 .94（1.20） 1.52
25. 私には役立つところがたくさんある 200 1.43（1.30） 205 1.07（1.14） 2.94**
26. どうにもならないことはない 200 1.73（1.35） 205 1.31（1.25） 3.20**
27. 私は諦めたりしない 200 2.02（1.24） 205 1.62（1.28） 3.11**
28. 私は自信を持って意見を言える 200 1.55（1.23） 205 1.23（1.15） 2.67**
29. 私の生活はさらに良くなっていく 200 1.71（1.36） 205 1.41（1.31） 2.26*
























































有無を独立変数とした t 検定の結果、 30 項目中 13 項目において有意な差がみ
られた。  
ポジティブ感情の拡張効果は、独創的な思考を引き起こすこと（ Isen et al .，
1985）、柔軟性のある包括的な考え方を促進すること（ Isen & Daubman， 19
84； Isen， 1987）、創造性を高めること（ Isen et al .， 1987）、受容性を高め
ること（Estrada et al.， 1997）、注意の幅を広げること（ Isen， 2002）など
が実証されている。また、ポジティブ感情は、社交的になり、対人関係の促進


























（鈴木， 2006）。ここでは臨床での応用についての見解を述べる。  
本研究では問題解決能力を取り上げた。問題解決能力を利用した臨床介入に
は、問題解決療法という技法がある。問題解決療法の PST（問題解決訓練）プ
ログラムには 5 つのステップが設けられており、ステップ 1 の「問題提起（問
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9 0 1 2 3 4
10 0 1 2 3 4
11 0 1 2 3 4
12 0 1 2 3 4
13 0 1 2 3 4
14 0 1 2 3 4







































































16 0 1 2 3 4
17 手遅れでどうにもならなくなるまで、問題の解決を先延ばしにする 0 1 2 3 4
18 問題を解決することよりも、避けることに、より多くの時間を費やす 0 1 2 3 4
19 問題を解決しようとする前に、自分の達成したい具体的な目標を設定する 0 1 2 3 4
20 0 1 2 3 4
21 0 1 2 3 4
22 0 1 2 3 4
23 0 1 2 3 4
24 0 1 2 3 4
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16 0 1 2 3 4
17 0 1 2 3 4
18 0 1 2 3 4
19 0 1 2 3 4
20 0 1 2 3 4
21 0 1 2 3 4
22 0 1 2 3 4
23 0 1 2 3 4
24 0 1 2 3 4
25 0 1 2 3 4
26 0 1 2 3 4
27 0 1 2 3 4
28 0 1 2 3 4
29 0 1 2 3 4
30 0 1 2 3 4
良くない日はめったにない
私は困難なことも楽しめる
私はとてもリラックスしている
と
き
ど
き
考
え
て
い
た
全
く
考
え
な
かっ
た
心配することは何もない
私は自分を大切にしている
私の人生は最高である
い
つ
も
考
え
て
い
た
私の日常はスムーズに進んでいる
私の社会生活は悲惨だ
私は自分が周囲にどう見られているか満足している
私の生活はさらに良くなっていく
今日も充実していた
私には役立つところがたくさんある
どうにもならないことはない
私は諦
あきら
めたりしない
私は自信を持って意見を言える
